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家系図を書いてみましょう
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　　　　 とご家族の　　　  に
性別（男性：□、女性：〇）、その
下に年齢を記載してください。
黄枠内にはご自身との関係も
記載してください。亡くなっ
ているご家族には〇や□に
斜線を引いてください。

すでにトランスサイレチン型家族
性アミロイドポリニューロパチー
と診断されている場合は〇や□
を塗りつぶしてください。診断さ
れていないが、遺伝子の変異を
持っている場合は〇や□にタテ
線を引いてください。

　　　　 とご家族に
みられる症状や現在
または過去にかかった
ことがある病気、ほか
に気になることがあれ
ば年齢の下のスペース
に記載してください。
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治療していた）
視力が悪かった
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（50歳で手術）
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5年前の遺伝子
検査で陽性
症状は無いが
年に１回通院中

いとこ

57
交通事故（20歳、
手術歴あり）

いとこ

66
ときどき立ちくらみ
がある、体重が
減った

弟
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68
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下痢と便秘を
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いとこ・甥・姪の人数が多く全員記載できない場合は、気になる症状がある人を記載してください

現れる症状は患者さんによって異なり、ほかの病気でもよくみられます。そのため、別の病気と間違え
て診断されることがあります。ご家族（血縁者）に何か気になる症状があれば「この症状はこの病気
と関係ないだろう」と判断せず、この用紙に記載して担当医に伝えてください。

トランスサイレチン型家族性アミロイドポリニューロパチー（遺伝性ATTRアミロイドーシス）

は、「アミロイドーシス」という病気の一つで、遺伝性の病気です。診断された患者さんのご

家族やご親族（血縁者）も、この病気の原因となる遺伝子の変異をもち、すでに発症している

可能性があります。この病気は早期診断と早期治療が重要で、それにつなげるためにご家族やご

親族の様子を確認して、下の記入例のように家系図を作成してみましょう。家系図を作成したら

担当医にお見せください。

トランスサイレチン型家族性アミロイドポリニューロパチーの症状（例）

立ちくらみ 不整脈下痢や便秘歩き
にくさ

繰り返す
吐き気

手足の
しびれ・痛み 視力低下体重減少 息切れ

など
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